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ち
の
せ
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、

２
０
０
５
年
か
ら
特
定
非
営
利
活
動

法
人（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
を
支
援
す
る
事
業
を
開
始
。

地
域
協
働
体
の
設
立
支
援
も
08
年
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
。
08
年
は
、
協
働
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
策
定
の
た
め
、
行
政
と
市
民
で
構
成
す

る
委
員
会
で
議
論
が
始
ま
っ
た「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
元
年
」
で
し
た
。

　

各
地
域
で
は
、
地
域
の
課
題
を
出
し
合
い
、

解
決
す
る
方
法
の
模
索
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
14
の
地
域
協
働
体
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。協
働
へ
の
取
り
組
み
は
、地
域
の「
ら
し
さ
」

を
存
続
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
手
法
で
す
。

　

こ
の
10
年
で
感
じ
た
こ
と
は
、
地
域
の
力

が
総
合
的
に
伸
び
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
こ

れ
は
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
自
信
と
誇

り
が
生
ま
れ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
話
し
合

い
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た

多
く
の
人
た
ち
が
参
加
し
、
地
域
づ
く
り
計

画
の
策
定
に
向
け
て
、活
発
に
議
論
が
交
わ
さ

れ
て
い
ま
す
。
計
画
に
は
、
議
論
し
た
人
た
ち

の
魂
を
込
め
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
役
割
分

担
が
必
要
で
す
。
行
政
主
導
か
ら
地
域
主
体

へ
変
化
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

小
野
寺
浩

ひ

ろ

樹き

さ
ん

高
校
卒
業
後
、
埼
玉
の
大
学
へ
進
学
。
千
葉
県
で

専
門
学
校
の
事
務
職
員
に
就
職
。
２
０
０
６
年
に
帰

郷
。
い
ち
の
せ
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
携

わ
る
。13
年
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
長
。市
内
山
目
。39
歳
。

学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム「
一
関
Ｖ

ア
タ
ッ
カ
ー
ズ
」
は
、
２
０
０
７
年
か

ら
活
動
を
開
始
。
来
年
で
10
年
目
に
な
り
ま

す
。
弱
小
チ
ー
ム
の
底
上
げ
と
し
て
、
平
日
２

日
間
の
練
習
と
、
週
末
の
練
習
試
合
を
条
件

に
、
08
年
か
ら
指
導
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
し

か
し
、
な
か
な
か
勝
て
ず
、
３
年
目
に「
市
内

で
優
勝
で
き
な
い
と
き
は
、
指
導
を
辞
め
る
」

と
チ
ー
ム
に
宣
言
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
か
、
子
供
た
ち
は
目
覚
ま

し
く
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。
市
内
で
優
勝

し
、
県
大
会
出
場
を
決
め
た
の
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
活
動
や
卒
業
し
て
い
っ
た
子
供
た
ち

の
顔
を
思
い
出
し
、
コ
ー
ト
で
人
目
を
は
ば

か
ら
ず
号
泣
し
た
の
は
良
い
思
い
出
で
す
。

そ
れ
か
ら
５
年
。
県
大
会
で
も
上
位
を
狙
え

る
チ
ー
ム
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

普
段
、
子
供
た
ち
に
は
、
命
の
使
い
方
を
話

し
て
い
ま
す
。「
泣
い
た
り
、逃
げ
て
い
る
時
間

も
命
を
使
っ
て
い
る
。
望
む
未
来
に
向
か
う
た

め
に
命
を
使
い
な
さ
い
」
と
。
チ
ー
ム
は
現
在
、

全
国
大
会
を
目
標
に
、力
を
合
わ
せ
て
命
の
炎

を
燃
や
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
道
を
開

く
強
い
意
志
を
育
み
た
い
で
す
。

吉
家
賢

け

ん

一い

ち

さ
ん

千
田
秀

ひ

で

明
あ

き

さ
ん

田
地
区
で
は
５
つ
の
小
学
校
が
統
合
。新

た
な「
興
田
小
」
は
、２
０
０
６
年
４
月

に
開
校
し
ま
し
た
。長
男
の
慎
之
介
が
12
年
に
入

学
し
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

統
合
か
ら
10
年
。
現
在
の
興
田
小
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録

す
る
な
ど
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
学
校
を
支
え

て
く
れ
ま
す
。
地
域
の
子
供
た
ち
を
地
域
で
育

て
る
と
い
う
意
識
が
高
い
で
す
ね
。

　

今
年
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
長
に
な
り
、
保
護

者
、
学
校
、
そ
し
て
地
域
の
橋
渡
し
を
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
が
一
つ
に
な

る
こ
と
で
、
多
く
の
課
題
を
乗
り
越
え
ら
れ

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

子
供
の
成
長
に
立
ち
会
う
こ
と
で
、
親
と

し
て
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

気
持
ち
も
豊
か
に
な
り
ま
す
。
地
域
で
得
た

も
の
を
地
域
に
還
元
し
、
互
い
を
支
え
合
う

心
を
子
供
た
ち
に
伝
え
た
い
。
大
人
が
元
気

な
姿
を
見
せ
れ
ば
、子
供
た
ち
は
必
ず
古
里
に

誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
元
気
で
明
る
い
声
が
響
く

興
田
小
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
「
十
年
一
昔
」。
世
の
中
の
移
り
変
わ
り
が
激
し
い
こ
と
の
た
と
え
。
10
年

と
い
う
年
月
を
区
切
り
と
し
て
、
そ
れ
以
前
は
昔
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
い

う
こ
と
―
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
合
併
へ
の
期
待
と
不
安
を
胸
に
抱
え
て
い
た
２
０
０
５
年
９

月
20
日
。
あ
れ
か
ら
10
年
。
３
団
体
に
、
活
動
を
振
り
返
っ
て
も
ら
う
と
、

３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。
協
働
、
協
力
、
協
調
で
す
。

あ
れ
か
ら
―市

内
企
業
に
勤
め
る
傍
ら
、
２
０
０
８
年
か
ら
小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
一
関
Ｖ
ア
タ
ッ
カ
ー
ズ
」
の
指

導
を
始
め
る
。
全
国
大
会
出
場
を
合
言
葉
に
、
同
チ
ー

ム
を
強
豪
チ
ー
ム
に
育
て
上
げ
た
。
北
豊
隆
。
48
歳
。

　
市
内
で
あ
っ
た
主
な
出
来
事

2005

9

１
市
４
町
２
村
が
合
併
。新「
一
関
市
」に

10

新
市
初
代
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
。市

長
に
浅
井
東
兵
衛
氏
。

11

市
章
の
制
定

11

合
併
記
念
式
典
の
開
催

2006

4

消
防
本
部
の
設
置

4

一
関
地
区
広
域
行
政
組
合
の
設
立

4

興
田
小 

開
校

4

県
立
磐
井
・
南
光
病
院
の
新
築
移
転

7

本
寺
の
農
村
景
観
が
国
の
重
要
文
化
的

景
観
に
選
定

8

市
の
花
、木
、鳥
を
制
定

9

市
民
憲
章
を
制
定

12

総
合
計
画
基
本
計
画
を
決
定

2007

1

市
民
歌
の
制
定

2

国
民
保
護
計
画
、地
域
防
災
計
画
の
策
定

3

川
崎
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
供
用
開
始

3

体
育
協
会
の
設
立
な
ど
民
間
団
体
の
合

併
・
統
一
が
進
む

9

カ
ス
リ
ン
・
ア
イ
オ
ン
台
風
か
ら
60
年

2008

2

大
東
大
原
水
か
け
祭
り
３
５
０
年
祭

4

一
関
東
中 

開
校

6

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の
発
生

7

平
泉
文
化
遺
産
の
世
界
遺
産
登
録
延
期

2009

4

室
根
東
小
、室
根
西
小
、藤
沢
小 

開
校

7

骨
寺
村
荘
園
交
流
セ
ン
タ
ー
開
所

10

市
長
、市
議
会
議
員
選
挙
。新
市
長
に
勝

部
修
氏
。

2010

4

大
原
小 

開
校

4

藤
沢
町
と
法
定
合
併
協
議
会
を
設
立

5

国
道
３
４
２
号（
真
湯
ー
須
川
）が
再
開
通

8

藤
原
麻
起
子
さ
ん
に（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日

本
代
表
）に
初
の
市
民
栄
誉
賞
を
贈
呈

8

一
関
学
院
高
校
が
夏
の
甲
子
園
に
出
場

12

藤
沢
町
と
の
合
併
議
案
を
可
決

12

新「
祭
畤
大
橋
」の
開
通

2011

2

一
関
東
消
防
署
の
移
転
新
築

3

東
日
本
大
震
災
の
発
生

4

陸
前
高
田
市
へ
職
員
派
遣

4

国
際
医
療
福
祉
専
門
学
校
一
関
校
の
開
校

6

市
道
駅
東
前
堀
線
の
全
線
開
通

9

藤
沢
町
と
合
併

11

豪
セ
ン
ト
ラ
ル
ハ
イ
ラ
ン
ズ
市
と
姉
妹
都

市
を
締
結

11

一
関
市
・
藤
沢
町
合
併
記
念
式
典

12

川
崎
中
学
校
の
新
校
舎
供
用
開
始

2012

2

原
木
乾
シ
イ
タ
ケ
に
県
の
出
荷
自
粛
要
請

4

Ｆ
Ｍ
あ
す
も
開
局

6

一
関
水
泳
プ
ー
ル
供
用
開
始

9

猊
鼻
渓
舟
下
り
、乗
船
１
０
０
万
人
突
破

10

第
１
回
中
東
北
ご
当
地
も
ち
サ
ミ
ッ
ト

２
０
１
２
in
一
関
、一
関
・
平
泉
バ
ル
ー
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２
の
開
催

12

一
関
商
工
会
議
所
、藤
沢
商
工
会
の
合
併

調
印
式

2013

3

毎
年
３
月
11
日
を「
と
な
り
き
ん
じ
ょ
防

災
の
日
」に
制
定

4

厳
美
小
、大
東
小
、川
崎
小 

開
校

5
「
な
の
は
な
プ
ラ
ザ
」オ
ー
プ
ン

8

平
泉
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
決
定

8

Ｉ
Ｌ
Ｃ
国
内
候
補
地
に
北
上
高
地
が
決
定

9

新「
花
泉
図
書
館
」オ
ー
プ
ン

11

国
道
２
８
４
号
線
室
根
バ
イ
パ
ス
着
工

2014

1

新「
一
関
地
方
森
林
組
合
」発
足

3

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
が
新
生

4

東
山
小
、大
東
中 

開
校

7

新「
一
関
図
書
館
」オ
ー
プ
ン

11

平
泉
ナ
ン
バ
ー
の
交
付
開
始

2015

4

公
民
館
が
市
民
セ
ン
タ
ー
に

4

老
松
小
、磐
井
中 

開
校

4

原
木
乾
シ
イ
タ
ケ
の
生
産
が
一
部
再
開

7

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
運
用
開
始

9

新「
一
関
市
」誕
生
か
ら
10
年

協働 
Keyword.1

市
内
の
高
校
卒
業
後
、
神
奈
川
県
の
大
学
に
進
学
。

１
９
９
５
年
に
帰
郷
し
、
現
在
は
市
内
の
印
刷
会
社

に
勤
め
る
。
本
年
４
月
か
ら
興
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
。
大
東
町
鳥
海
。
43
歳
。

い

小

興

協力 
Keyword.2

協調
Keyword.3

1_新「一関市」の誕生を祝った／2_

ロマンあふれる本寺地区の景観が
国の重要文化的景観に選定／3_岩
手・宮城内陸地震で崩落した祭畤大
橋／4_藤沢町と新たな仲間に／5_

忘れもしない3.11の爪あと／6_新た

な文化拠点、一関図書館がオープン

ひとつ屋根の下特集
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3

4

5

6


